


 おはなし会をしていると、稀に子どもたちと共に絵本の中に飛び

込んだような感覚を覚えることがあります。

平日のおはなし会で聞き手が兄弟一組（お母さんは図書館内で

本を探しているとのことで兄弟だけでの参加でした）であったときのこと。私が

選んだ本は「３びきのやぎのがらがらどん」でした。年長さんと年中さんの彼ら

は「聞いたことある！」「保育園にある！」とあまり乗り気ではなかったのですが、

いざ読み始めた途端、彼らが絵本の中に飛び込んだのを感じました。前のめり

になり固唾を飲んで、じっと３びきのやぎとトロールのやりとりを見ています。

おはなし会の空間がまるごと、つり橋の上に移ってしまったようでした。

ちょきん、ぱちん、すとん。おはなしが終わったとき、二人はふぅ、と大きく息を

吐き満足げに表紙を眺め、彼らはその本を借りて帰っていきました。

子どもの年齢と合った本であること、少人数で集中できることなど様々な要因

があると思われますが、また子どもたちに楽しいおはなしの時間を届け

られたらいいなと思います。

立春を過ぎて、少しずつ日が長くなっ
てきました。寒い寒いと言っていた冬
も、そろそろさようならかな？そうだと
いいですね。
さて、今回ご紹介させていただくのは、
『はるのおとが きこえるよ』（マリオ
ン・デーン・バウアー文ジョン・シェリー
絵 片山玲子訳 ブロンズ社 2015
年刊）です。
最初の場面は、冬の夜の子ども部
屋。「ふゆのおわりのよるに ふしぎな
おとを きいたことある？」という文章
から始まります。その音は、「コツン コ
トン コツコツ」それから「ガリガリ バリ
バリ」そのあとに・・・「パリン パクン 
パン」この音を聞いて、そおっとドアを
開けて、外に踏み出すと、クマが庭の
真ん中に立っていて、「もうすぐくる
よぉ。いっしょにいこう。」といいます。
クマと手をつないで、不思議な音をき
きながら、森に入っていくと、森のうさ
ぎも、りすも、ビーバーも「もうすぐくる
ね」「もうすぐくるよぉ」「ついてってい
い？」といいながら、冬枯れの森の中
を、一緒にどんどん、歩いていきます。
そして、最後に現れたのは、なんで
しょう？その中から、パァーン！と現れ
たのは？

春を待つ絵本は、たくさんあります。
『ぽとんぽとんは なんのおと』（神沢
利子文 平山英三絵 福音館書店
1985年刊）や『はなをくんくん』
（ルース・クラウス文 マーク・シーモン
ド絵 きじまはじめ訳 福音館書店 
1967年刊）、『はるのやまはザワザ
ワ』（村上康成作 徳間書店 2001年
刊）などなど、本当にたくさんあります。
それぞれに、春を待ち、春を発見？春
と出会う本なのですが、今回の絵本
の出会い方も、衝撃的で、素敵。なに
しろ、パァーン！と来ますから。春が。
いやいや、こんなにパァーン！とは、春
来ないでしょう？なんて言わずに、
パァーン！と春との出会いを、絵本の
中の登場人物（？人は一人ですが）
と一緒に、喜びましょうよ。画面いっぱ
いに広がる春と、それを見て微笑んで
いるみんなと一緒に。
最後の場面の描写を最小限にして、
絵本の紹介をしています。ぜひ、その
目で見てください。
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